
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小中学校問わず、どの学校でも行われている教育活動があります。「キラリ」のコーナーでは、それらを

テーマとして、創意工夫のある取組や効果的な取組をしていらっしゃる学校を紹介します。 

第２回のテーマは「掃除」で、嬉野市立嬉野中学校の取組を紹介します。 

床板３ます間隔の列を３人が時間差で掃く。 

生徒が掃除をしない理由
に、掃除の仕方や手順を理
解していないことがありま
す。また、それ以前に教師
が掃除の仕方や手順を理解
していないことも考えられ
ます。そのため、掃除指導
は、まず教師全員が掃除の
仕方や手順を理解すること
から始めます！ 

【嬉野中学校の掃除指導から見える２つのポイント】 

１ 掃除の目的はシンプル「きれいにする」 

教師は生徒に無言で掃除をさせることを求めがち。しかし、掃除とは本来きれいにする活動である。

きれいにしようとすれば一生懸命になり、結果的に静かに掃除をする。決して逆ではない。 

２ まずは教師から。そして生徒へ。 

 ① 教師全員が掃除の仕方や手順を理解する。 

 ② 担任が、学級の生徒全員に掃除の仕方や手順を理解させる。 

 ③ 掃除の時間は生徒だけでなく教師も掃除をする。 

ますがなくても大丈夫。掃除の仕方や手順

を理解し、実践！ 

年度当初、教師全員が掃除の仕方や手順を理解する。 

 

４月、最初は担任が学級の生徒全員に掃除の仕方や手順を理解

させる。掃除の時間に、１日に１つの場所の掃除の仕方や手順を

教える。６か所を６日間 (学級が７か所担当していたら７日間) 

かけて掃除の仕方や手順を理解させる。 

その後の６週間、担任は学級が担当する掃除場所をまわり、掃除をしながら指導する（指導週間）。 

現  在 



取材は２度（延べ４名で）行い、いろいろな掃除場所を見せていただきました。体育大会前で、午前中

に練習等があり生徒は疲れていたと思いますが、手順通りに無言で掃除をしていました。「きれいにする」

を目指す取組が生徒に浸透し、一生懸命に掃除をしていることが、結果的に掃除時間の静かさにつながっ

ているそうです。インタビューに協力してくれた生徒達は「拭くのではなく磨く。」や「当たり前のことを

している。」といった内容を一様に話してくれました。掃除に対する意識の高さやそれが普通となっている

様子はよき校風となり、それを誇りに感じている生徒もたくさんいるのではないかと思いました。それで

も、嬉野中学校としてはまだやらされている感じが生徒から伝わるそうです。「まだまだ」とおっしゃる先

生に志の高さを感じました。また、生徒指導主事の古賀先生は「１日を通して生徒が成長できる取組を教

師全員で共通実践する。掃除の指導はその一つに過ぎない。」とおっしゃいました。生徒へのインタビュー

にもそれが分かる言葉がありました。 

生徒ができない（しない）理由を考え、それを改善させるべく教師全員で取り組む嬉野中学 

校の姿勢がキラリと光っていました。是非参考にしてください。 

嬉野中学校の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

掃除を充実させようと環境美化委員会が作ったマニュアル 

生徒玄関の外履きの場所も雑巾がけ 

生徒にインタビュー 
・ 雑巾で拭くのではなく磨く。ただ掃くのではなく小さな
ゴミまで残さないように掃く。掃除を通して小さなことで
も気が付くようになりました。 

・ 自分たちの学校を自分たちが掃除をするのは当たり前。
精神的な面が育っていると思います。 

・ 掃除以外に、靴をきれいにならべること、２分前行動は、
先生に言われることなく自分たちでしています。 

・ 入学したときはレベルが違うと思いました。でも、２、
３週間で慣れました。 

 

誰も見ていなくても黙々と掃除 

教師も共に掃除 


